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発行：戦争と平和の資料館ピースあいち

ニュース 〒465-0091
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よもぎ台２丁目８２０
電話・FAX 052-602-4222

http://peace-aichi.com/ 【定価：30円】

第40号
2022年7月15日発行

　かつて日本が戦争を遂行するために政府などが国民に対して行っ
た宣伝―プロパガンダを紹介する企画展です。1931年の満州事変
以後、長引く戦争にすべての国力を投入するため、1937年「国民精
神総動員実施要綱」が出され、翌年、議会の承認なく政府の命令で
人や物を動員できる「国家総動員法」が制定されました。大政翼賛会
の下に「隣組」、「大日本婦人会」、「報国団」、「報国会」がつくられ、
戦意高揚と皇国史観に基づく戦争
プロパガンダ（政治的な宣伝）が生
活のあらゆる場にあふれました。
　誰もが一つの方向に向かっていっ
た、向かわされた戦時中の宣伝―
プロパガンダの数々を見ていただき、
それらが国民に何を強いるのか、考
えたいと思います。

開催中

■講演会「プロパガンダポスターに見る日
本の戦争」　◆　田島奈都子さん（青梅市立美
術館学芸員・ポスター研究者）
◆　7月23日（土）13：30～15：30
■蓄音機で聴く軍歌・戦時歌謡（解説付き）　
◆　7月30日（土）13：30～15：00
■紙芝居から振り返る戦争のころ
◆　8月20日（土）13：30～14：30　◆　戦争に
協力した紙芝居を通じて、作品意図をさぐります。
＊いずれも定員30名。電話予約が必要で
す。（052‒602-4222）。詳しくはHPをご覧く
ださい。＊入館料でご参加いただけます。

期間中のイベント

ピースあいち夏の企画展

「戦争プロパガンダ～国民を戦争に向かわせた宣伝たち」
　　　 7月12日（火）～9月17日（土）（最終日は15：00まで）

■ 入館料（大人300円　小中高校
　生100円）でご覧いただけます。

戦時ポスターの多くは終戦直後に焼却処分さ
れました。長野県阿智村の当時の村長の自宅
に隠すように残されていたポスター135枚の中か
ら41枚を展示。

標語ポスターや短冊、湯飲みや茶碗の標語、隣
組回覧板、すごろく、マッチ箱、『写真週報』、債
券…。ピースあいち所蔵品から、生活の場にあ
ふれたプロパガンダの数 9々3点を展示。

かつてどの家庭にもあった風呂敷。戦時中は、
戦意高揚の一翼を担う文様が登場するようにな
りました。ふろしき研究会「豊田満夫コレクショ
ン」より10点を展示。

●阿智村に残された戦時ポスター ●ピースあいち所蔵品から ●戦争を染めたふろしき

駅弁（汽車弁）は鉄道旅の楽しみの一つ。その掛
け紙（ラベル）のデザインも、1937（昭和12）年以降
「国民精神総動員」など、戦時標語が記載され、
一変します。蛸島直コレクションより70点を展示。

敵の軍隊や国民の戦意を低下させ、投降を
うながすために作られた宣伝ビラ「伝単」。
太平洋戦争時、米軍は246種類以上、5000
万枚以上の伝単を投下しました。

●駅弁の掛け紙にみるプロパガンダ ●紙の爆弾・伝単（プチギャラリー）
でん たん
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予告 「戦争の中の子どもたち」展
　　　10月4日（火）～11月26日（土）

　戦争が始まると物が不足していきました。砂糖とマッチの切符配
給制が始まり、衣料からお米、食糧品、木炭などの日用品までもが
配給制になりました。食べ物に制限があった戦争中は何を食べて
いたのか、また食料不足の中で空いた土地を耕し野菜を作るなど
の工夫をしていた背景を調べます。また、戦後も続いた食料不足
のなかでの闇市の事情や、買い出し列車の様子も紹介します。

報告 企画展「戦時下の地震―隠された東南海・三河地震」
　　　2022年3月8日（火）～5月6日（金）

　戦時下に発生した地震で、多くの人命が失われ、甚
大な被害が出たにもかかわらず救援は後回しにされ、
被害状況の調査や報道は許されませんでした。
　今回の企画展では、半田市に残された倒壊した建
物などの写真、三河地震を描いた桜井純さんの体験
画、三重県尾鷲を中心とした津波被害や半田市街の

ピースあいち2022年夏 戦争体験を聴くシリーズ
恒例の

お話しするのは、ピースあいち語り手の会・語り継ぎ手の会メンバーです。
・ 会場　ピースあいち1
階交流のひろば　定
員30名（電話予約が
必要です。）
 6日、9日、1 5日は
ZOOMによるオンライ
ン配信あります。
 8月15日は、休館日の
ためピースあいちでの
視聴はできません。
・ 開催時間
 14:00～15:00
・ 参加方法など詳細は、
ピースあいちホーム
ページ
でご確
認くだ
さい。

開催日
8月

2日
（火）

3日
（水）

4日
（木）

5日
（金）

6日
（土）

9日
（火）

開催日
8月

10日
（水）

11日
（木）

12日
（金）

13日
（土）

15日
（月）

語り手・テーマ 語り手・テーマ

澄谷 三八子さん（語り手の会）
　7歳の空襲体験

筧 久江さん（語り手の会）
　勤労動員・空襲体験

佐藤 誠治さん（語り手の会）
　空襲・学童疎開体験

小笠原淳子さん（語り手の会）
　空襲、疎開と戦後の暮らし

佐々木 陽子さん（語り継ぎ手の会）
　私のヒロシマ

中上 寧さん（語り継ぎ手の会）
　きのこ雲の下で起こったこと

木下 信三さん（語り手の会）
　学童疎開

森下 規矩夫さん（語り手の会）
　名古屋空襲体験

望月 菊枝さん（語り手の会）
　勤労動員・空襲体験

岡田 彩花さん（語り継ぎ手の会）
　従軍看護婦の戦争体験

近藤 世津子さん（語り継ぎ手の会）
　斎藤孝さんの戦争

●来館者の感想
東南海地震、三河地震の詳細を知りたいと思い、インター
ネットで企画展を知り来ました。当時の愛知県下の戦禍に重
なった地震であり、隠され続けたことを忘れてはならないと
感じました。（23歳男性）

1929年生まれの母から、戦時中、女学校にも行かず半田の
中島航空機で部品を作っていた話を聞かされました。防空
壕に逃げ遅れて亡くなった担任の先生の話、ものすごく大
きな地震だったのに、ニュースにもならなかった話。工場の
崩壊の写真を見て、初めて母の話が現実のものとなりまし
た。（71歳女性）

戦争中の地震のことはあまり知らなかったので、知ることが
できてよかったです。情報が隠されていたことが被害を大き

くして、戦争被害をさらに拡大していったことがよく分かりま
した。（67歳女性）

すばらしい企画をゆっくり拝見しました。パネルの最後に
「キーワードは国策―戦争という国策と原子力政策という
国策がクロスする地点に立ち」という言葉が胸にひびきまし
た。（72歳女性）

今回展示を見てこの被害の大きさを知った。改めて、戦時に
は、その時の権力者は都合の悪い情報を隠したがるのだと
感じた。（60歳男性）

戦時中につき情報が統制されていたこと、集団疎開の児童、
工場における学徒らの被害、軍需生産を優先して軍事機密
優先が被害を高めていることがよく分かりました。（85歳男
性）

衣料切符 食糧切符

液状化の状況
など米軍が撮
影した空中写
真など展示し、
ご来館のみなさんと一緒に、正確な情報を公開すること
や、教訓に基づいた防災対策の大切さを考えました。
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報告

　2022年は沖縄の日本復帰50年ということで、復帰
前後の出来事を年表にして展示しました。
1.沖縄戦・教科書裁判　2．基地・日米地位協定　3．
沖縄経済　4．騒音・環境問題　5．文化・芸術・ス
ポーツ　6．選挙・知事選・衆院選　7．民意・県民大
会・県民投票　〇中学校教科書にみる「沖縄の本
土復帰」　〇沖縄県と愛知県のつながり

　２階プチギャラリーでは「復帰前夜　沖縄のフォトギャ
ラリー」として、米軍・琉球政府の写真を展示しました。
　関連イベントとしては、6月18日、上運天有二さんの
「沖縄三線と唄とトーク」が開かれました。普天間飛行
場近くで育った上運天さんは、「沖縄音楽にはレとラが
なく、5音階でできている。琉球王国時代に始まった」と
説明しながら、沖縄ゆかりの曲を何曲か披露しました。
軍用機の騒音のひどさや米軍の横暴な振る舞いにも
言及しましたが、「沖縄を返せ」を歌うと東海地方でも
知っている人が大勢いてびっくりしたそうです。戦争で
祖父や親族三人を亡くした上運天さんは、約1時間、

沖縄展『沖縄戦と日本復帰50年』
　　　5月10日（火）～7月2日（土）

復帰前夜　沖縄のフォトギャラリー 沖縄三線と唄とトーク

　NPO平和のための戦争メモリアルセン
ターは、5月22日に理事会、6月12日に総会を
開催し、昨年度の事業報告と新年度の活動
計画を決めました。総会は今年もコロナの影
響で書面による表決となりました。昨年度は、
コロナ関連の助成金を活用して、館の情報
化のハード面の整備を進めました。新年度は
それを活用し、展示内容の一層の充実を
図っていきます。
　葉書で寄せられたご意見について、採択
に立ち会った人たちで意見交換をしました。

　通算入館者数が9万人に達し、5月3日、豊田市からご
来館いただいた前川さんご夫妻に記念品を差し上げまし
た。来館者が8万人を超えたのは2019年の8月。コロナ禍
で、2度の休館を余儀なくされ、
学校など団体対応もお断りせざ
るを得ませんでした。宮原館長
は、「開館15周年直前に9万人
をお迎えすることができ、たいへ
ん嬉しい。これからも、たくさんの
みなさんに来ていただけるよう
頑張りたい」と挨拶しました。

新年度の理事会・総会を開催しました。 ご来館者9万人達成！

〇アンケートから
50年という年月が経っても何も変わらない現状を、沖縄か
ら離れている私たちは何も知らなくて、沖縄戦はまだ終わっ
ていないのだと痛感しました。（18歳女性）

沖縄の展示が戦争関連だけでなく、経済・文化・政治なども
盛り込まれていてとても面白く、沖縄の日本復帰前後～現
在までを深く理解することができてよかったです。QRコード
を使った展示も斬新で驚きました。（18歳男性）

沖縄戦に関していかに自分が無知だったか知らされました。
「集団自決」は、アメリカに追いつめられ最後に決断した悲
劇と認識していましたが、日本兵から迫られた結果生じた
「強制集団自決」だということ。また、沖縄の住民を最初から

信用せず、スパイとみなす教えも情けない思いがしました。
その歴史を癒されることなく、恒久的な米軍基地の問題が
いかに沖縄にとって酷なものであるか考えさせられました。
（66歳男性）

沖縄の悲劇は「ひめゆり」と「集団自決」くらいしか知らな
かったが、「集団自決」というのは事実でないと知りました。
「本土復帰50年」という一過性のもので終わらせてはいけ
ないと思いました。（61歳男性）

なぜ日本（沖縄）だけが、米軍駐留に関連して「国内法が非
適用」か？やはり“占領”された事実の結果が全てであろう。
半世紀経過したのだから、日本政府ももう少し強く米国に
要求してほしいが。（79歳男性）

唄と言葉で平和の大切さを訴え、最後はオリジナル曲
「普天間」で締めくくりました。
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　八月になると「平和」を思う。
　地球上に住む全ての人が笑顔で、というのは無理かもしれないけれど、
最低、戦争だけはしないでほしい。戦争は欲張りな人から始まる。石油が欲
しい、小麦が欲しい。それが手に入ると、「もっと、もっと」と、よりたくさんの
石油や小麦が欲しくなる。そして、他人の国なのに、支配下に置きたくな
る。元から住んでいた人と諍いになり、戦争になる。
　皆が平和でいたいのなら、他人を支配しようとしないことだ。「俺の言う
ことを聞け」と、他人に強要しないことだ。簡単に言えば、威張らないこと。
これが平和の極意ではないのか。――八月になると毎年、こう思う。
　＊今回は、当NPO正会員にメッセージをお願いしました。

平和へのメッセージ

　加担・加害を反省しつつ記録
佐藤 明夫

（半田空襲を記録する会）

　さる5月10日、早乙女勝元さんが亡くなられました。
早乙女さんは1970年代から講演など超人的な戦災
記録運動を展開されましたが、90年代頃から東京大
空襲にセットして重慶大空襲の話をされるようになった
と記憶します。
　重慶空襲が本格的に開始されたのは1939（昭和
14）年であり、私は小学校三年生でした。作文の時間
に戦地の日本兵に慰問文を送ることが課題にされ、そ
の下書が残っています。恥を忍んで一部を紹介しま
す。
　「ぼくはラジオや新聞で兵隊さんが悪い支那人を

やっつけてくださると思うとアリガ
トウと言はずにはおられません」
「これからも天皇陛下の御ため
に戦ってください」などの言葉が
連ねられ、担任教師の評価は95点でした。日本軍は重
慶を216回無差別爆撃し、2万人の市民を殺し、銃後
の私を含めての子どもたちも加担し、協力しました。
　早乙女さんの「戦争被害と加害・加担のすべてを記
録し、若者と連帯して平和への力にしたい」の思いを
私も受け継ぎ、残り少ない人生を終えたいと念じてい
ます。

　駅弁の掛け紙から平和を考える
蛸島 直
（教員）

　ピースあいちさんとのお付き合いは、広報ご担当の
佐藤和夫さんとお会いしたのがきっかけでした。2019
年夏の企画展「水木しげるの戦争と新聞報道」に際
しては、民俗学を専門としていることから「妖怪ぬりか
べと水木しげるの戦争体験」と題して講演の機会をい
ただき、水木先生の「戦争はいかんです。腹が減るだ
けです」という言葉の紹介で結びました。
　個人的には旅行が大好きで、駅弁の掛け紙（ラベ
ル）を集めています。古いものは骨董市やネットオーク
ションで入手しています。大正期の駅弁には木版刷り
もあり、デザインに魅入ってしまいます。そんな駅弁が
一変するのが1937（昭和12）年7月の日中戦争突入後

で、すぐさま「皇軍の武運長久を
祈り銃後を守りましょう」との標語
が記載され出します。続いて「国
民精神総動員」の7文字が全国
の駅弁に踊り出し、「保健報国」「心身鍛錬」「節米報
国」「防諜」などの標語がそれを追いかけます。1942
年のものと考えられる駅弁には「決戦生活訓」が記さ
れ、その一つに「流言にまどうな。当局の指示を信頼し
て行動せよ」とあります。
　これぞプロパガンダの極致です。私のコレクションの
一部は、今夏の企画展に展示されていますので、ぜひ
覗き込んでほしいと思います。
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　謝らない夫
岡田 康子
（会員）

　私の夫は謝らない。明らかに夫に落ち度があって
も。ひと言「ごめんなさい」と言えば済むのに、だ。ある
人は「小さい頃、素直に謝ることができない境遇にあっ
たからね」という。
　夫は昭和15年生まれ。父親は出征して戦死。夫は
父親の顔を知らずに育った。母親（私の姑）は、女手
一つで子どもを育てるのが大変だったのだろう、自分
の母親に子どもを預け働きに出る。夫が小学生になっ
た頃、姑は再婚。お互いに子連れ婚だった。新しい父
親ときょうだい、その祖母とともに始めた暮らしは、夫に
とって「甘える」こととは無縁の窮屈なものだったに違
いない。

　夫が中学生になった頃、新しい父親は病死。姑はま
たひとりになってしまった。残された子（夫）のために働
きずめの人生が続く。夫の「素直に謝ることができない
性格」はその頃までに形づくられたのかもしれない。
　もし、父親が戦死しなければ両親にかわいがられた
に違いない夫、複雑な人間関係の中で子どもながらに
緊張して暮らした夫、戦争さえなければ夫の人生は変
わっていたと思う。
　我が家の仏壇に写真が置いてある。カラー写真の
姑、古い写真は軍服を着た夫の父親。この二人の人
生も戦争がなかったら違ったものになっていたと思う。
戦争は幸せを産み出さない。

　日本は戦争ができない国
野田 隆稔

（ピースあいちボランティア）

　「戦争はすべきではない」と90％以上の人が答える
であろう。にもかかわらず歴史から戦争は消えたこと
がない。なぜ戦争が起きるのか、領土、資源、民族、宗
教対立、自衛のため等々様々な理由があるであろう。
　ロシアのウクライナ侵略をめぐって、日本では「敵基
地先制攻撃論」「米との核の共有」「防衛費の2％増」
が取り上げられつつある。
　敵基地を先制攻撃したって、全部の基地を叩ける
わけでない。真珠湾攻撃で戦局がどうなったかを思い
起こしてほしい。核の共有は日本の国是から反する。
絶対貧困所帯が7分の1を占める格差社会の日本で、
防衛費を増やせば人々の生活は苦しくなるだけであ
る。戦線の最前線に立つわけでもない政治家の勇まし

い発言にたぶらかされてはなら
ない。
　食料の60％を、エネルギーの
原料の大部分を輸入に頼って
いる日本では戦争を継続ができるわけがない。そんな
実情を軍備拡張論者は言わない。さらに、日本には原
発が50基以上ある。ロシアがウクライナの原発を占領
した。このとき原発が攻撃されれば核兵器と同じ意味
を持つことが判った。日本には50近い原発核が存在し
ていることになる。
　日本は戦争ができない国なのだ。そこを起点として、
戦争では解決できない平和の在り方を模索すること
が大切であり、必要なのだ。

　戦争を止める力は日常の行動こそに
野間 啓
（弁護士）

　小学生の頃から母・野間美喜子の影響を受け、「平
和」「憲法」は日常の用語であった。
　もちろん、その大切さは十二分に理解しているが、
では、平和が大切ではないと考える人がいるのか。お
そらくは、ほんの一部の権力者を除き存在しない。それ
でも起こるのが戦争であり、一部の権力者の野望や
民族感情による過ちを現代でもなお阻止できないこと
に問題の本質がある。
　戦争につながる権力者の誘因を止めるもの、それ
は、ひとえに国家意思を、国民が科学的・合理的な判
断の下で勇気を持って判断しコントロールすること、に

尽きる。したがって、何気ない日
常における教育、仕事、政治の
場面が実は重要である。日常的
な場面において科学的判断と
勇気ある行動ができない国民であれば、緊急時にお
いて時流に抗うことなく流されることは必然である。
　昨今我が国の国政、教育機関、官公庁等の組織で
見られる様々な非科学的対応、判断力の劣化は隠す
べくもなく、大変危惧される状況にある。私自身も次世
代を育成する年齢に差し掛かり、危機感を持って生活
したいと思う。
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パートナーシップ協定の学生を前に 高校生に平和公園を案内する

報告

多くなりました！
高校・大学の「平和学習」への協力依頼

　ピースあいちでは以前から、大学の博物館実習生
の受け入れや、パートナーシップ協定を実施していま
す。今年度からは「ボランティア・インターンシップ」も始
まりました。さらに、高校の平和カリキュラムへの協力依
頼が2件、大学院学生の研究協力依頼など、さまざま
な依頼が増えています。誰でも、自分で、興味の持てる

ことを探して勉強し、平和について活動していける場
であるように、今後もできる限りの協力をしていきます。

交流し、充実した時間を過ごしました！
「語り手の会」第12回例会の開催
　　　6月12日（日）

　3年ぶりの開
催で、参加者18
名、関係者14名
で行いました。
　この2年間の
活動では、20年
はコロナ感染症
のため、戦争に

関する資料館運営協議会の事業や「愛知・名古屋市
戦争に関する資料館」事業は中止。しかし21年度は
両方とも実施、聴衆の数は749人と報告されました。
ピースあいちの夏の戦争体験を聴くシリーズはオンラ
インによる語りも取り入れ、20年は3回（159人）、21年は
12回（568人）実施。来館・派遣での語り手の対応は20
年30回（1317人）、21年40回（2430人）でした。
　「語り手の会」代表竹川日出男さんの後任に坂井
榮子さんが選任され、2018年から事務局長として活
動している吉岡由起夫さんとで会の運営をしていくこ
とになりました。会の最後には会員同士の交流で充実
した時をすごしました。

平和への思いを表現し共有する場の大切さ
ピースまつり　復活
　　　5月5日（木祝）

　イベントの開催が困難なこの2年間でした。開館15
周年を迎えた翌日の5月5日、16年目のスタートに、会場
人数を抑えて『ピースまつり』を行いました。
　ステージ企画は山下律子さんの沖縄三線から始ま
りました。“沖縄の基地をなくして”と集会に参加してい
るうちに、音楽があったらと三線を習い始めたという山
下さん。沖縄民謡など6曲を演奏してくださいました。
二番手は収集家の井上さん、岩田さん、高山さんによ
る、今では目にすることがない蓄音機で、レコード盤が

奏でる軍歌・戦時歌謡を
聴くコンサート。曲の時代
背景の解説付きで「露営
の歌」「軍艦行進曲」な
ど5曲を聴きました。最後
はピースあいち朗読の会
『オリーブ』の6人が、新
美南吉「幼年童話から」
の6作品を読みました。
　平和への思いをさまざ
まな形で表現し、共有す
る場の大切さを取り戻し
た一日でした。

語り継ぎへの思いや、今後の抱負を語り合った
「語り継ぎ手の会」総会
　　　4月17日（日）

　オンラインでの参加を含め、会員・事務局合わせ総
勢35名が出席。パワーポイントを使っての活動報告で
は、これまで活動を担ってきた会員の方々の活動に加
え、「戦後75年プロジェクト」の一環である「戦争体験
の語り継ぎ手ボランティア」のメンバーが、研修を経て
少しずつ「語り継ぎ」活動へと進んでいく様子が紹介
されました。

　総会後半は、出席の
会員からの近況報告。
約半年の研修を経て
新たに会員となったメ
ンバーからは、「語り継
ぎ」への思いや、今後
の抱負などが語られ、
それぞれの今後の活動に向けての内に秘めた決意
が感じられました。また、先輩会員の皆さんからは、より
実体験に近い方々ならではのリアリティを持った心に
響いてくるお話がされました。
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隣組研究会
シリーズシリーズ

平和を守る仲間たち平和を守る仲間たち⑭
シリーズ

平和を守る仲間たち⑭

戦争推進のための奉仕をさせられました。またそうし
なければ、配給品を確保することもできなくなったので
す。1942（昭和17）年10月26日には、すべての生活必
需品の配給が、町内会・部落会・隣組を通じることにな
りました。日常生活の中でも、行動の自由がなく、購買
の自由もありませんでした。
　「隣組研究会」は、少し変わった形態をとっていま
す。一般的な研究会のように調査・学習ではなく、史料
の収集と保管を主な目的としています。収集史料は
「あいち・平和のための戦争展」で毎年公開し、閲覧
希望があれば対応もしています。「ゆる～い研究会」
なのです。

（隣組研究会　大東　仁）

眼をそらされないように　
眼を向けてもらえるように   牧野 修三

広島平和記念資料館・公園にて思う
高橋 よしの

　6月21日思い立ち広島に向か
う、展示品を刷新した広島平和
記念資料館を見ようと。館内の
暗黒の通路の先には焦土と化し
た広島の町。だれもが言葉を失
う時間と空間が広がる。一番見
たかった個人の犠牲者の所有物や遺族の言葉の
展示コーナー、『魂の叫び』。顔と意志と未来のある
一人一人の命が失われた実感が伝わる。
　その後「一人でも無料でガイド」の言葉につられ、
ボランティアの方に広島平和記念公園を案内しても
らう。200名の方が登録、月2回の当番。ご自分は月
曜日担当だとおっしゃった。そして爆心地へ。そこは
島内科医院の傍。先代の医師が被爆者の医療に
専念したという。ふと、45年前に上演した劇の町医
者を思い出す、と同時に核廃絶の思いも強くする。

ボランティアの窓

　自分の価値観そのものとも言
うべき日本国憲法。その中でも、
個人的には97条が特に重要で
す。97条が謳う基本的人権を侵
害する最たるものが戦争であり、
戦争を否定する前文や9条は崇
高なものです。しかしながら、戦
争にならなければ良いのでしょうか？現在でも散見さ
れる基本的人権の侵害、それらに関しての無関心
は、それ自体が大問題であるとともに、戦争に向け
た行進への盲目的な追従でもあると考えます。
　ピースあいち2階：命の壁「眼をそらさないでくださ
い」。過去だけでなく、現在進行形の戦争と戦争に
向けた行進からも眼をそらさず、平和のために自分
ができることを常に考え実践したいと思っています。
戦争体験を発信するお手伝いをしていますが、少し
でも多くの方に「眼をそらされないように」「眼を向け
てもらえるように」と願っています。

　「隣組」とは、ご近所づきあいするグループではあり
ません。戦争協力・戦争推進のために整備された集団
です。仲良しグループではないのです。日中戦争のさ
なかの1940（昭和15）年9月11日、内務省（警察・地方
行政一般を担当する省庁）は、部落会・町内会・隣保
班・市町村常会整備要綱を府県に通達しました。この
隣保班というのが「隣組」です。近在の家庭5軒から
10軒で編成されました。
　「隣組」は、戦争動員（消火訓練・出征見送りなど）・
供出（金属など）・公債（戦時国債など）、そして消火・
防空演習などに参加させられました。また配給（食料・
日用品・嗜好品など）のための組織としての役割を持
ちました。市民は、強制的に戦争政策に組み込まれ、
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■交通のご案内

【利用案内】
●開 館 日 火曜日～土曜日
●開館時間 午前11時～午後４時
●休 館 日 日曜日・月曜日
●夏期休館 9月18日（日）～26日（月）
●入 館 料 大人 300円 小中高生 100円
●常設展示「愛知県下の空襲」「戦争の
全体像・15年戦争」「戦時下のくらし」
「現代の戦争と平和」、準常設展示「戦
争と動物たち」「戦争と子どもたち」。ほ
かに、図書や戦争体験DVDのライブラ
リーもあります。
●学校や団体の見学で、展示ガイドや体
験談を希望される場合は、事前にご相
談下さい。
●駐車場は２台分あります（300円）。他に
障がい者用が１台分あります（無料）。

上社西

丁田町

上社

一社
１番
出口

２番出口
バスターミナル
３のりば

上社JCT

環状302号

バスターミナル鋳物師洞

よもぎ台

じあみ

よもぎ台3

社台1

打越

平和が丘

平和が丘3

平和が丘5

平和が丘南

ほっか
ほっか亭

ダイソー

地下
鉄東
山線

GS

N

星ケ丘・栄・
名古屋駅 方面

平和公園
方面

猪高車庫
方面

藤ヶ丘方面

ピースあいち

千種高校

バス

バス
徒歩

アオキ
スーパー

駐車場２台

資料館探訪
 32

月一回の発行で「ピースあいち」の活動がタイムリーにわかる「ピースあいち・メールマガジン（無料）」。「ピースあいち」のホームページからお申し込みください!

●地下鉄東山線「一社」①出
口から北へ徒歩12分

●地下鉄東山線「上社」から市
バス上社11系統 「じあみ」下
車、西へ徒歩3分

　　広島平和記念公園2　『千羽鶴の塔』

　別名、「原爆の像」である。映画にもなり、TVで
も放映されたので知っている人が多く、参観者も多
い。
　1955年春、原爆性白血病で入院していた幟町
中の1年生の佐々木禎子さん（12歳）は、「折鶴を
千羽折ったら病気が全快する」という友達の手紙
を読み、それから毎日病床で鶴を折りだした。643
羽（千羽以上という説もある）を折り終えたその年
の秋、願いも虚しく亡くなってしまった。彼女の死を
きっかけに、広島市の子ども達が募金に立ち上が
り、国内だけでなく、海外からも寄せられた490万円
で、1958年に建設された。
　写真のようにドーム型の台座の上に折鶴を差し
上げた少女像が立ち、土台の黒い御影石には「こ
れはぼくらの叫びです　これは私たちのいのりで

す　世界に平和
を築くための・・・」と
刻まれている。そし
て、今もこの叫びと
祈りは修学旅行の
子ども達に受け継
がれ千羽鶴のレイ
が絶えずここに捧
げられている。ピー
スあいちでも、千
羽鶴を奉げに行き
ます。
　モンゴルでは
『ヒロシマの少女
の折鶴』という曲になって歌われている。また、
2016年5月27日に広島を訪れた米のオバマ元大
統領は4羽の手折りの鶴を資料館に捧げた。（資
料館で観られます。）　　　　　　            （N）

●編集後記●
　ロシアのウクライナ侵攻が始まって、早、半年。世界中が
戦争反対を訴えていますが、戦火はなかなか止みません。
そうこうするうちに、日本では安倍元首相の銃撃殺害事件。
世界中から「日本は安全」と思われていたのに、評判がいっ
ぺんに落ちてしまいました。しかし世の中の諍いは、こうした
武器を使うものだけではありません。先の大戦の末期、この
地方では立て続けに大地震がありましたが、国民には一切
知らされませんでした。戦争で不利にならないよう、報道統
制を武器に使ったのです。これについては今年3月から5月
に企画展を開きましたが、9月17日まで開催中の企画展では
「戦争プロパガンダ」をテーマに、何でもない庶民がいかに
戦争に巻き込まれていったのかが分るよう展示しました。

（K.S）

　私たちの館の財政は、基本的
に3本立てで賄われています。一
つは年会費。2022年6月現在、正
会員349人から6000円、賛助会
員406人から3000円をいただい
ております。二つめは入館料収入
です。各種企画展示や常設展示
を見学においでの方々からいた
だくのは、大人300円、子ども100
円です。三つめは寄付金や助成
金収入です。これは時に大きな助
けになりますが、残念ながら確実
に入ってくるものではありません。
　一方、支出は年間平均して
1100万円ほどが必要です。多くを
善意の人たちやボランテイアの方
にお願いして経費を抑えていま
すが、財政は基本的に不安定で
す。これを安定させなければ、

ピースあいちの運営の安定もあり
ません。
　そこでお願いです。正会員でも
賛助会員でも結構です。会員に
なって「ピースあいち」を支えてく
ださい。思い立ったら吉日、電話・
FAX052-602-4222へご一
報下さい。

◆オンライン振込◆
クレジットカード・銀行振込でもピー
スあいちへの入会・寄付をしてい
ただけるようになりました。

「ピースあいち」の会員になって、「ピースあいち」の会員になって、
戦争と平和について考えてみましょう。戦争と平和について考えてみましょう。
「ピースあいち」の会員になって、
戦争と平和について考えてみましょう。

オンラインの
入会はこちら

オンラインの
寄付はこちら
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